
 

 

 

公益財団法人旭酒造記念財団 

調査研究助成事業  

 

 

 

 

「水辺の小さな自然再生の社会実装に向けた 

事例研究」 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人リバーフロント研究所 

主任研究員 和田 彰 

 

 

2024 年度  
 

  



1 

1. はじめに 

 

1.1. 研究の背景 

2022 年に開催された生物多様性条約第 15 回締約国会議（COP15）においてネイチャーポ

ジティブ（＝生物多様性の損失を止め、反転させる）が提起された。わが国では、「生物多

様性国家戦略 2023-2030」（2023 年閣議決定）において 2030 年までにネイチャーポジティブ

を達成するという目標が掲げられ、この達成のためには、あらゆる関係者が自然環境（自然

資本）の保全・再生に向けた活動に連携して取り組むことが求められている。1) 

また、自然を社会資本整備やまちづくり等に資本財として取り入れ、課題解決の基盤とし

てその多様な機能を持続的に活用するグリーンインフラの取組みが約 10 年前より始まって

いる。「グリーンインフラ推進戦略 2023」2)では、環境に関する様々な社会課題の解決に寄

与するグリーンインフラを一層普及、社会実装する新たなフェーズへの移行が求められ、グ

リーンインフラがウェルビーイングや地方創生へ寄与することが期待されている。3) 

上記の様な国内外の潮流を踏まえ、河川行政を担う国土交通省は、2024 年に「生物の生

息・生育・繁殖の場としてもふさわしい河川整備及び流域全体としての生態系ネットワーク

のあり方検討会」を設置し、ネイチャーポジティブやグリーンインフラの河川環境施策への

実装に向けた議論を行った。この検討会より 2024 年 3 月に示された提言「生物の生息・生

育・繁殖の場としてもふさわしい河川整備及び流域全体としての生態系ネットワークのあ

り方」では、生物の生息・生育・繁殖の場を河川環境の定量的な目標として設定し保全・再

生・創出していくこと、またそのための取組みを流域のあらゆる関係者が参画して進めるこ

となどが示された。4) 5) 

一方で、我が国の今後の河川環境は決して楽観できない状況にある。1997 年の河川法改

正で「河川環境の整備と保全」が河川管理の目的に位置づけられて以降、多自然川づくりを

はじめ河川環境改善の各種取組が進められてきた。しかし、気候変動に伴う水災害の激甚

化・頻発化、河川管理施設の老朽化、生産年齢人口の減少による河川管理を担う職員不足な

ど、河川管理の現場は新たな課題に直面している。5) 中でも国内を毛細血管のように流れる

中小河川では、国が管理する河川以上に状況は深刻であり、従来の様な河川管理が行き届か

ない河川の増加が懸念されている。6) 

上記のような日本の水辺環境を取り巻く潮流や課題がある中で、著者らは、水辺をフィー

ルドにみんなで発案・協働する手づくりの自然再生（＝小さな自然再生）の取組みを全国に

拡げ日本の水文化に育てることで、河川環境の劣化にブレーキをかけ、河川流域のネイチャ

ーポジティブに貢献できるのではないかと考えている。7) 
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1.2. 小さな自然再生とは 

はじめに、本研究の主テーマとする「小さな自然再生」についてその概要を紹介する。 

小さな自然再生を一言で表現すると「みんなでアイデアを出し合って、協働する手づくり

の自然再生」となり、河川や地域に悪影響を及ぼさないよう配慮することを条件に、失敗を

恐れず、まずはできることからやってみようというという見試しの精神を基本コンセプト

に、比較的安価な費用で、子どもからお年寄りまで誰もが気軽に参加しながら、日曜大工の

感覚で手づくりで取組めるスケールの小規模な自然再生活動を指す。（図 1-1 参照） 

 

図 1-1 水辺で取組む「小さな自然再生」のイメージ 

 

例えば、河川の上下流や水田との連続性・連結性を回復するための手づくり魚道、単調な

流れの場に瀬・淵形成による多様な流れと生物の生息・生育・繁殖環境づくり、渇水時や洪

水時の魚類の避難場所造成、さらには絶滅危惧種を復活させるための河床材料の撹乱作業

などが挙げられる。（第 3 章で詳述） 

全国で取組まれている小さな自然再生に共通する事項を踏まえ、筆者らが属する「小さな

自然再生」研究会は、次の 3 条件を満たす活動を「小さな自然再生」と定義している。7) 

 

 

© Itsuha Izawa 
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①自己調達できる資金規模であること 

②多様な主体による参画と協働が可能であること 

③修復と撤去が容易であること 

 

「①自己調達できる資金規模であること」の条件は、行政に大きく依存せず、発案者や実

施者自らが資金を調達できる規模であること、すなわち賛同する仲間の協力により賄うこ

とができる金額規模で取組む活動を対象としている。「②多様な主体による参画と協働が可

能であること」の条件は、企画発案から計画、設計、実作業、その後のモニタリングに至る

まで、子どもから大人まで幅広い年齢層、また産官学民の多様なセクターなど様々な主体が

参加し協働できることを意味している。そして「③修復と撤去が容易であること」の条件は、

想定外の事態や新たな課題が生じた場合には、手直しや撤去が容易にできる柔軟性を有し

ていることを意味している。活動内容も参加者も多種多様であり、明確な線引きは小さな自

然再生の幅を狭めることにつながるため、このような３条件を満足する取組を広く「小さな

自然再生」と定義している。 

また、自然環境を再生するという本来の目的以外にも、地域づくり、公共事業の補完、環

境・生涯学習、河川技術の向上の手段の一つとしても小さな自然再生が注目されている。 

例えば、できることからはじめる気楽さ、参加のハードルの低さ、上手くいかない場合は

やり直すといった進め方の小さな自然再生が有する柔軟性は、地域での川づくりの関心を

高め、担い手を増やし育成すること、さらには多様な主体の参加により新たな交流が生まれ

活性化していくという地域づくりの手段になりうる。8) 

また、行政による公共事業として自然再生が動き出すまでには、予算確保や事業内容の決

定など多大な時間を要するが、小さな予算規模ですぐに着手できる小さな自然再生は、大き

な自然再生が動き出すまでのつなぎの補完的機能を果たすことができる。 

さらに、環境・生涯教育としての小さな自然再生の活用事例も全国で見受けれる。園児、

小学生、中学生、高校生、大学生、専門学校から大人までの多様な世代が様々な役割で関わ

る小さな自然再生では、水や土砂に直接触れながら自然に対して手を加えていくことから、

水の恵みと怖れを実感する環境教育、さらには身近な自然との触れ合いをルーツとするふ

るさとへの愛着の醸成にも繋がることが期待されている。9) 

加えて、河川を管理する河川技術者の人材育成の手段としても注目されつつある。河川環

境の保全・再生を目的に、川に対して新たな働きかけを行い、その応答を見ながら期待する

姿へと軌道修正していく過程は、河川のインパクト・レスポンスを身近なスケールで体感す

る機会となる。10) 
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2. 本研究の目的と方法 

 

2.1. 目的 

多種多様な生物が生息・生育・繁殖できる環境づくりと活力ある地域づくりに向けて、身

近な水辺をフィールドに、様々な主体が発案・協働し、楽しみながら手づくりで自然再生を

行う「水辺の小さな自然再生」を社会に実装させることを目的とする。 

 

2.2. 方法 

水辺の小さな自然再生の全国の既往取組事例を収集・分析するとともに、実施主体の協力

を得て現地を調査し、取組みに必要となるノウハウを整理し体系化した。また、事例分析及

び現地調査より得られた知見を、新たな担い手の後押しとなるようデータベース化して公

開した。 

本研究で実施した内容を以下に示す。（図 1-2 参照） 

(1)小さな自然再生の沿革及び既往研究の整理 

(2)既往成果（発刊事例集、開催行事成果等）及び関係者聞き取り調査による全国の取組

事例の収集・整理 

(3)収集事例分析及び現地調査（含：聞き取り調査）によるノウハウの整理及び体系化 

(4)小さな自然再生の実践によるノウハウの見試し 

(5)全国取組事例データベースの更新及び公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 研究内容の概要図 

  

成果普及

水辺の小さな自然再生の社会実装へ貢献

全国の取組事例収集・担い⼿聞き取り調査
（目的・取組・実施体制・効果 etc.）

水辺の小さな自然再生
のノウハウ整理・体系化

現地実践による
ノウハウ⾒試し

全国取組事例データベースの更新・公開

【本研究】事例研究によるノウハウ体系化・普及
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3. 研究成果 

 

3.1. 小さな自然再生の沿革及び既往研究の整理 

はじめに、「小さな自然再生」という用語が登場した 2010 年から現在に至る小さな自然再

生に関わる取組みの変遷を沿革として整理した。また、小さな自然再生に関わる既往研究を

レビューした。 

 

3.1.1. 小さな自然再生の沿革 

「小さな自然再生」という用語は、2010 年に財団法人リバーフロント整備センターが発

刊した FRONT MOOK 4「川もまちも元気になる!ローテク&エコテク風土記」内での寄稿記事

「小さな自然再生のすすめ」（三橋弘宗・兵庫県立人と自然の博物館）においてはじめて登

場した。11)  

同年に兵庫県立人と自然の博物館においてシンポジウム「小さな自然再生のすすめ」が開

催されて以降、2012 年には応用生態工学会全国大会において自由集会「小さな自然再生が

中小河川を救う！」が開催、2014 年には小さな自然再生を全国に普及することを目的とし

た有志メンバーによる「小さな自然再生事例集編集委員会」（後に「小さな自然再生」研究

会に改称）が設立され、小さな自然再生の普及活動が本格的にスタートした。12) 

また、2014 年 11 月には、自然再生推進法に基づく「自然再生基本方針」の改定(第 2 回

見直し)において、「その他自然再生の推進に関する重要事項」として「小さな自然再生の推

進」が加わり、小さな自然再生の全国での展開により広域的な自然環境の保全・再生につな

がること、そのために国や地方公共団体は取組の参考となる事例の整理・情報発信に努める

ことなどが示された。13) 

その後は、「小さな自然再生」研究会が中心となり事例集の発行 14) 15)や現地研修会等の開

催、また機関誌での小さな自然再生の特集、書籍「水辺の小さな自然再生：人と自然の環を

取り戻す」の発刊など、その活動が全国に拡がりつつある。 

なお、この「小さな自然再生」という用語が登場する以前から、小規模な技術を適用した

自然再生の先進的な取組が行われており、山口県による「水辺の小わざ」では、2003 年に

「小わざ魚道」の試行、2007 年には「水辺の小わざ」が出版された。16)この「水辺の小わ

ざ」は、「流域全体の生態系をより豊かにするために、川の中のいろいろな生きものの一生

や川全体の特性を把握し、小規模でありながらもその水辺にふさわしい効率的な改善策を

様々な視点で工夫する取組み」と定義され、小さな自然再生のルーツの一つと言える。 

小さな自然再生の沿革、主な取組みの年表、及び「小さな自然再生」研究会による全国普

及活動の変遷を図 3-1、表 3-1、図 3-2 にそれぞれ示す。 
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図 3-1 小さな自然再生の沿革（主な取組みの変遷） 

 

 

表 3-1 小さな自然再生の沿革（主な取組みの年表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組み年度
 寄稿記事「小さな自然再生のすすめ」（兵庫県⽴⼈と自然の博物館・三橋弘宗主任研究員）内で「小さな自然再生」の用語が初登

場。 （リバフロ発⾏ FRONT MOOK 4 「川もまちも元気になる︕ローテク＆エコテク風土記」）2010年 (H22年）
 シンポジウム「小さな自然再生のすすめ」 ＠兵庫県⽴⼈と自然の博物館

 第2回シンポジウム「小さな自然再生のすすめ」 ＠兵庫県⽴⼈と自然の博物館2011年 (H23年）

 第3回シンポジウム「小さな自然再生のすすめ」 ＠兵庫県⽴⼈と自然の博物館
2012年 (H24年）

 応用生態工学会全国大会自由集会「小さな自然再生が中小河川を救う︕」（企画者︓原⽥守啓・三橋弘宗・林博徳）

 自由集会「小さな自然再生が中小河川を救う︕ II」（企画者︓同上）2013年 (H25年）

 「小さな自然再生」事例集編集委員会設置 → 「できることからはじめよう 水辺の小さな自然再生事例集」発⾏
2014年 (H26年）  自由集会「小さな自然再生が中小河川を救う︕ III」（企画者︓同上）

 自然再生基本方針に「小さな自然再生」が追加 → 「小さな自然再生活動事例集」発⾏（環境省）
 第1回「小さな自然再生」現地研修会 in 愛知県豊⽥市・岩本川 （⇒以後、毎年開催。2024年末時点で計27回開催。）

2015年 (H27年）
 自由集会「小さな自然再生が中小河川を救う︕ IV」（企画者︓同上）

 「小さな自然再生」事例集編集委員会 → 「小さな自然再生」研究会 に改称
2016年 (H28年）

 自由集会「小さな自然再生が中小河川を救う︕ V」（企画者︓同上）

 自由集会「小さな自然再生が中小河川を救う︕ VI ﾘﾀｰﾝｽﾞ」（企画者︓同上）
2018年 (H30年）

 第1回小さな自然再生サミット2019神⼾大会 ＠神⼾

 「できることからはじめよう 水辺の小さな自然再生事例集 第2集」発⾏2019年 (R元年）

 「小さな自然再生」現地研修会 のシリーズ開催（2015年より全国で毎年開催）〜
 「水辺の小さな自然再生: ⼈と自然の環を取り戻す」 発刊（中川大介著）2023年 (R5年）

 第27回「小さな自然再生」現地研修会 in ⻑野県⻑野市・千曲川流域 （2024年に現地研修会を計5回開催）2024年 (R6年）
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図 3-2 小さな自然再生の沿革（全国普及活動の変遷） 

 

3.1.2. 小さな自然再生に関わる既往研究等 

 

小さな自然再生の全国普及の取組みが始まった 2014 年以降、小さな自然再生という用語

を含む先行研究が実施され、主に小さな自然再生に関わる参加者（人）に着目した研究と小

さな自然再生の技術に関わる研究に大別される。 

前者としては、林（2015）17)らは、福岡県福津市を流れる二級河川・上西郷川における市

民－大学－行政の協働による取組みから、小さな自然再生がきっかけとなり川への愛着心

が醸成され、川づくりへの関心や環境に対する意識、河川維持管理活動への参加意欲等の向

上が図られる効果があることを示している。また、佐藤（2022）18)らは、滋賀県野洲市を流

れる家棟川での取組を例に、小さな自然再生に関わる連携主体のプロセス構成要素や役割

について体系的に整理している。さらに、上田（2024）19)らは、小さな自然再生の取組みへ

の参加者の“わくわく”の発生・伝播のメカニズムを明らかにしている。 

後者では、著者（2023）20, 21)らは小さな自然再生を支える技術に着目し、全国の事例から

適用工法や技術の特徴を示している。また、渡辺（2023）22)は、北海道標津町を流れるシュ

ラ川及び伊茶仁川でのバーブ工によるサケ産卵床造成と経過観察結果よりバーブ工の効果

を明らかにしている。これら既往研究の概要を表 3-2 に示す。 
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表 3-2 小さな自然再生に関わる既往研究等 

 

No. 著者 論⽂・報⽂タイトル 掲載誌 掲載号 発⾏年

1 林 博徳　ほか 市⺠普請による間伐材水制導⼊と
川づくりへの意識向上効果 河川技術論⽂集 第21巻 2015

概
要

2 佐藤 祐一　ほか
中小河川における「小さな自然再生」
推進に向けたプロセス構成要素の把
握と適用

河川技術論⽂集 第28巻 2022

概
要

3 和⽥ 彰　ほか
小さな自然再生から川の営みを探る
: ⼈と自然が共生する川づくりの作法
とは

水利科学 66 2023

概
要

4 渡辺 恵三　ほか

「バーブ工」によるサケの産卵環境づく
り〜北海道標津町における漁業関
係者の「小さな自然再生」の取組み
〜

応用生態工学会研
究発表会講演集 第26回 2023

概
要

5 上⽥ 杏樹　ほか 「小さな自然再生」による“わくわく”の
発生と伝播に関する研究 土⽊学会論⽂集 80巻 26号 2024

概
要

市⺠普請により間伐材水制づくりの取組みを紹介するとともに、施工後の参加市⺠に対するアンケート調査結果
から、市⺠普請による小さな自然再生への参加が、その川への愛着⼼の醸成、川づくりへの関⼼や環境に対する
意識の向上、河川の維持管理活動への参加意欲等を向上させる効果があることを⽰した。

多様な主体の協働により進められる「小さな自然再生」を中小河川での拡大を目的に、そのプロセス構成要素と
ステイクホルダーの役割を体系的に整理している。また、このプロセス構成要素を滋賀県・家棟川流域におけるビ
ワマス保全再生プロジェクトに適用し，具体的な事例から各段階でのポイントを把握している。さらに、河川管理
者が主導する「多自然川づくり」や従来の自然再生と小さな自然再生を比較し、小さな自然再生は費用や順応
的管理，波及効果の点で優位性があること、一⽅で体制づくりや大河川への適用に課題があり，それぞれの特
徴を活かした展開が求められることを明らかにしている。

地域が望む河川本来の姿に保全・再生し，それを将来に継承していくためには，⾏政主導によるトップダウンの
取組，そして地域の市⺠によるボトムアップの両取組が必要な中で、ボトムアップによる川づくりの⼿段として「小さ
な自然再生」の有効性を説明している。⼿づくり⿂道，産卵場や水際の造成，瀬淵や蛇⾏づくり等の小さな自
然再生の実践では，変動する川の営みに適応した軌道修正できる⼿づくりの技術が適用されていることを具体
事例とともに⽰している。川の営⼒と⼈⼒の協働修復作業ともいえる小さな自然再生による⾒試しが，川の営み
を探り，それに適応する技術を⾼める⾏為そのものであり，⼈と自然が共生する川づくりの作法を学ぶ機会となる
ことを⽰唆している。

北海道標津町内を流れる標津川水系シュラ川及び伊茶仁川をフィールドに、サケの自然産卵を増やすための産
卵床造成をバーブ工による小さな自然再生により試⾏し、設置後の経過観察により産卵環境が改善し、バーブ
工設置後の産卵床の増加及び発眼率が⾼くなっていることを明らかにしている。

「小さな自然再生」を通じた“わくわく”の発生・伝播のメカニズムを明らかにすることを目的に、小さな自然再生に能
動的に参加した参加者及び受動的に参加した参加者を対象にアンケート調査を実施し，共分散構造分析を
⾏った結果として，能動的参加者は川について学ぶ「知る楽しさ」を，受動的参加者は⼿作り作業を⾏うなどの
「つくる楽しさ」が“わくわく”の発生に大きく影響することが明らかにしている。また、“わくわく”が発生すると自然と“わく
わく”の伝播に繋がることを明らかにした。この結果より、能動的参加者が“わくわく”するためには新しい知識を得る
ことができるイベントづくりが効果的であること、一⽅で受動的参加者が“わくわく”するためには⼿作り作業を中⼼と
したプログラムとすることでより良い「小さな自然再生」になることを⽰している。
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3.2. 全国の取組み事例の収集・整理 

水辺の小さな自然再生の既往成果（発刊事例集及び開催行事成果等）及び関係者への聞き

取り調査で得られた情報を加え、全国の取組事例の収集・整理を行った。 

 

3.2.1. 事例収集の対象（情報源） 

 2015 年及び 2020 年に発行した 2冊の「水辺の小さな自然再生事例集」14) 15)の掲載事例、

2019 年 1 月に開催した「小さな自然再生サミット神戸大会」での発表事例、2015 年より 2024

年まで通算 27 回開催している「小さな自然再生」現地研修会の取組み。またこれまでの「小

さな自然再生」研究会メンバーからの提供情報や本研究で実施した活動主体への聞き取り

調査より得られた情報を事例整理の情報源とした。（図 3-3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3 小さな自然再生の事例整理の情報源概要図 

 

 

3.2.2. 事例情報の整理項目 

 全国で取組まれている小さな自然再生の特徴を把握することを目的に、情報収集項目と

して、取組の位置情報、自然再生の目的（生物の対象種、創出する場）、実施内容、実施体

制、資金源、効果測定、また関連する公開情報等の有無を設定した。（表 3-3） 
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表 3-3 事例情報の整理項目一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.3. 事例情報の収集・整理 

 前節で示した情報源より得られた全国の事例に対し、表 3-3 に示す整理項目が入手可能

な事例として計 69 事例について収集・整理を行った。 

収集事例の地域分布を図 3-4 に示す。情報源の地域的な片寄りから、必ずしもこの分布が

小さな自然再生の取組みの地域分布を的確に示しているわけではないものの、「小さな自然

再生」の用語が生まれた近畿地方において多くの取組みが実施されていることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4 収集事例の地域分布（全 69 事例） 
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データベース
公開対象

位置諸元

河川名

所在地

対象種

再生目的
（物理環境）

連続性の回復

生息・生育・繁
殖場の造成

その他

大分類 項目

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

0

5

10

15

20

25

北海道 東北 北陸 関東 中部 近畿 中国 四国 九州

箇所数 割合



11 

3.3. 事例分析及び現地調査によるノウハウの整理及び体系化 

収集・整理した事例情報を分析し、全国で取組まれている小さな自然再生の特徴を整理し

た。また、先進的な取組事例及び今後新たに活動を予定している現場（計 10 箇所）を、活

動主体の協力を得て調査し、課題や解決法を聞き取ることで、目標設定、適用工法、実施体

制、効果把握等の小さな自然再生に必要なノウハウを整理した。これら事例分析結果及び現

地調査で得られたノウハウを活用し、今後取組む活動主体の活用を念頭に「チェックリスト

＆ヒント」として体系的に示した。 

 

3.3.1. 収集事例の分析による特徴整理 

収集・整理した事例情報を用いて、小さな自然再生の特徴を整理した。 

 

【1】活動開始年 

本研究では、小さな自然再生の全国普及の取組みが始まった 2014 年以降の事例収集

結果を主な情報源としてしているため、小さな自然再生の用語が誕生した 2010 年以降

に取組まれた活動が多い傾向がある。2000 年頃から小さな自然再生と呼べる小規模技

術を活用した先進的な自然再生活動が取組まれているが、その数は正確には把握でき

ていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-5 活動開始年の分布（全 69 事例） 
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【2】活動の目的 

小さな自然再生の取組みの目的について、全 69 事例を対象に場づくり（物理環境）

と対象種（生物環境）に分けて整理をした。（表 3-4） 

小さな自然再生の取組みを通じて新たに造り出す場づくりの特徴としては、魚類等の

縦横断方向の連続性を回復する取組みが全体の 34%、魚類を含む生物全般の生息・生育・

繁殖の場の造成を目的とする取組みが 66％を占めた。前者の連続性回復の取組みでは、

河川縦断方向の落差解消のための魚道づくりが 85％、河川と流入水路等の横断方向の

連続性回復の取組みが 15％の内訳であった。また後者の場づくりの取組みでは、その

約半数が多様な流れの創出を目的とした瀬淵づくりが占め、産卵場づくり、魚類等の隠

れ家となる空隙づくり、水際植生づくり、二次流路づくりなどが取組まれていることが

分かった。（図 3-6） 

また、自然再生のターゲットとなる生物の対象種の特徴としては、約 4 割の活動は魚

類や生物全般を対象とし特に対象種を定めていないこと、具体の対象種としては、アユ、

サケ、サクラマス、ビワマスの順で多いことが分かった。（図 3-7） 

 

表 3-4 自然再生の目的の分類（場づくり・対象種） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的

22 85%
アユ（７）、サクラマス（５）、ビワマス（4）、イトウ（3）
オショロコマ（２）、サケ（１）、ヤマメ（１）、イワナ（１）
エビ・カニ（１）、⿂類全般（4）

4 15% ⿂類全般（4）

瀬淵 23 45%
アユ（３）、サケ（３）、オイカワ（２）、カワニナ・ホタル（２）
イワナ（１）、アブラハヤ（１）、アブラボテ（１）、カワムツ（１）
カマツカ（１）、ドジョウ（１）、モクズガニ（１）、⿂類全般（14）

ワンド・たまり 3 6% カワニナ・ホタル（１）、⿂類全般（２）

 ⼆次流路 3 6% アユ（１）、サケ（１）、⿂類全般（２）

 水際植生 4 8% アユ（１）、水生昆虫（１）、⿂類全般（４）

攪乱（産卵場） 10 20%
アユ（１）、サケ（３）、イトウ（１）、ビワマス（１）
シロウオ（１）、カワニナ・ホタル（１）、チスジノリ（１）
⿂類全般（２）

空隙（隠れ家） 5 10% ウナギ（２）、⿂類全般（３）

湿地再生 1 2%
休耕⽥再生 2 4%

77 100% - -

生物全般（３）

物理環境（場づくり）
箇所数

合計

34%

66%

場

河
川
・
河
道
内

落差解消（縦断⽅向）

落差解消（横断⽅向）

対象種（事例数）

連続性の回復

そ
の
他

生息・生育・繁殖
場の造成
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図 3-6 生息・生育・繁殖場造成の内訳       図 3-7 対象種の内訳 

 

【3】適用工法 

全 69 事例を対象として、小さな自然再生でどのような工法が使われているかについ

て、場づくりの目的別（「連続性の回復」「生息・生育・繁殖場の造成」）に分析した。 

 

＜連続性の回復（魚道）＞ 

 

連続性回復を目的とした落差解消の取組みでは、簡易的な魚道を整備する取組みと既

設魚道を改良する取組みに分類され、様々なタイプの工法が適用されている。（表 3-5） 

小さな自然再生による簡易魚道の設置では、手づくりを基本に、材料として自然石

（礫）、土のう、木材（間伐材や角材）、竹、コンクリート、鋼製、単管パイプなどが用

いられている。また、魚道の形式では、落差の下流側に突出しして設置し落差解消を図

るタイプが多く、落差部に自然石や土のう、根固めブロック等を置くだけの簡易的な取

組みから、箱型のプールタイプ、斜路による水路タイプが適用されている。また、下流

側から階段的に堰上げをし、階段式のプール造成により落差を分散させ遡上改善を図

る全面魚道タイプも用いられていた。23) 

 

 

 

 

45%

6%6%
8%

20%

10%

2% 4%

瀬淵 ワンド・たまり
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表 3-5 適用工法の分類（連続性の回復） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木製箱型魚道（滋賀県・喜撰川）     木製斜路魚道（北海道・福豊川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堰板川階段式木製魚道（北海道・釧路川流域） 既設魚道土砂掻き出し（滋賀県・新大宮川） 

 

写真 3-1 適用工法の一例（連続性の回復） 

目的

簡易⿂道

＜突出し型・・・落差の下流側に設置＞
　石積み⿂道、土のう積み⿂道、⽊製箱型⿂道、鋼製箱型⿂道（プールタイプ）
　土のう斜路⿂道、根固めブロック⿂道、⽊製斜路⿂道（水路タイプ）
　単管パイプ式U字溝⿂道
　水辺のこわざ⿂道（粗石＋コンクリート）
　V形断面可搬⿂道
　⽵蛇籠⿂道
＜下流堰上げ型・・・下流にプールを形成し落差軽減＞
　堰板型階段式⽊製⿂道、三角水制型⽊製⿂道（プールタイプ）
　（プールタイプ）
＜その他＞
　引込み型斜路式⽟石張り⿂道
　斜路型鋼製箱型⿂道

既設⿂道
改良

土砂掻き出し
練石積み側壁⿂道

4 15%

根固めブロック式⿂道
突出し型⽊製斜路⿂道（水路タイプ）
単管パイプ式U字溝⿂道
流⼊路開削（⼿作業）

物理環境（場づくり）
場 箇所数

連続性の回復

適用工法（事例数）

落差解消（縦断⽅向） 22 85%

34%

落差解消（横断⽅向）
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＜生息・生育・繁殖場の造成＞ 

 

生息・生育・繁殖場の造成を目的とした取組みでは、河道内での取組として、瀬淵づ

くり、ワンド・たまりづくり、二次流路づくり、水際植生づくり、主に産卵場造成のた

めの河床攪乱、生物の避難場所や棲み家を造るための空隙づくりなどが行われている。

また堤内地（流域）での取組みでは、小さな自然再生として湿地再生や休耕田の再生な

ども取組まれている。（表 3-6） 

造り出す場により適用工法も異なるが、バーブ工が多くの取組みにおいて適用されて

いる。24, 25) バーブ工は、流れに対して上向きに設置する水制の一種で、バーブ工の

先端部には淵が形成され、一方の岸側（根付け部）には寄り洲が形成される特徴があり、

多様な流れの場の創出を目的に設置されることが多い。その材料も河道内の礫（自然石）

を並べるだけのものから、土のう、木杭、樹脂ネットと礫、コンクリートなど様々なタ

イプがある。（図 3-8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-8 バーブ工の概要（「はじめての魚の居場所づくり vol.2」より引用 25)） 
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表 3-6 適用工法の分類（生息・生育・繁殖場の造成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンクリートによるバーブ工     自然石と樹脂ネットによるバーブ工 

（神奈川・黒須田川）           （岐阜・桂川） 

 

写真 3-2 適用工法の一例（生息・生育・繁殖場の造成） 

 

目的

瀬淵 23 45%

ワンド・たまり 3 6%

 ⼆次流路 3 6%

 水際植生 4 8%

攪乱（産卵場） 10 20%

空隙（隠れ家） 5 10%

湿地再生 1 2%

休耕⽥再生 2 4%

そ
の
他

外来種除去
シードバンクによる在来種再生
凹凸耕起（⼿作業）

生息・生育・繁殖
場の造成

河
川
・
河
道
内

66%

バーブ工（石積み、土のう、ブロック積み、袋詰め⽟石、コンクリート）
バーブ工（自然石＋⽊杭）
バーブ工（自然石＋樹脂ネット）
バーブ工（自然石＋樹脂ネット＋⽊杭）
　　※バーブ工の形状は、片岸のみ、またハの字バーブがあり。
間伐材水制

掘削（土砂・泥撤去）
バーブ工による流向変更
ハの字バーブ工（土のう）による本川堰上げ
掘削（土砂・泥撤去）
バーブ工（⽊製三角枠）
　　※上記ワンド・たまりと同様
寄せ石
植生ロール
バーブ工（石積み、土のう等）による寄り洲形成
河床耕起（⼿作業 または 小型重機）
砂利投⼊
掘削（土砂・泥撤去）
河床連結ブロック撤去
石積み（石組み、石倉）
根固めブロック積
バーブ工（石積み、ブロック積み、袋詰め⽟石等）
U字溝
⽵束

物理環境（場づくり）
適用工法（事例数）場 箇所数
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【4】活動主体 

小さな自然再生の担い手である活動主体の属性を整理した。約半数が地元の市民団体

による取組みであり、地元自治体や河川管理者など行政機関の主導による活動、中学校

や高校、大学等の教育機関による取組みが多くみられた。また、関係する団体が協議会

や実行委員会を組織して小さな自然再生に取組む事例も１割ほど見られた。（図 3-9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-9 活動主体の内訳 

 

【5】連携主体 

小さな自然再生の取組みに当たりどのような団体と連携しているかについて整理し

た結果、約６割の団体が行政機関と連携している特徴がみられた。実際に河川や水路に

おいて構造物等を設置する小さな自然再生の取組みでは、河川や水路の管理者の許可

取得はもちろんのこと、取組み自体への理解と様々な支援を頂くことが有効であるこ

とから、連携先として行政機関が含まれると予想される。同じく学校・教育機関と連携

する事例も半数以上の 57％を占め、地域とともに専門性に根差した取組みを持続的に

展開し、更に活動のマンパワー確保の面からも、専門性を有する教育機関の専門家や、

若い学生たちと連携して取組む事例が多いと考えられる。（図 3-10） 

また、連携主体の内訳にある①行政機関、②学校・教育機関、③市民団体、④民間企

業、⑤漁協・森林組合、⑥公益法人、⑦協議会・委員会をセクターとし、活動に際し連

携するセクター数を整理したところ、連携なく活動主体が単独で取組む場合もあるが、

約７割の取組みにおいて 2～3 セクターと連携していることが分かった。（図 3-11） 
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市⺠団体
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⺠間企業
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公益法⼈

協議会・委員会
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図 3-10 連携主体の内訳 図 3-11 連携セクターの合計 

【6】効果の把握 

小さな自然再生の取組みを実施後の効果の把握状況を整理した結果、約半数以上の団

体が生物の生息状況変化を経過観察（モニタリング調査）したり、約３割の団体が地形

変化など物理環境の変化を観察していることが分かった。また、取組後の地域の変化、

河川への関心を測定する事例も見受けられた。（図 3-12） 

図 3-12 取組の効果の把握状況 
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⾏政機関

学校・教育機関
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生物環境改善
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地域関⼼向上

⾏政信頼関係構築

観察中

未確認









 

3.3.3. 小さな自然再生に必要なノウハウの体系化 

3.3.1 で整理した事例分析結果及び 3.3.2 で整理した現地調査より得られたノウハウ及

び小さな自然再生の取組みへのニーズ等を活用し、小さな自然再生に必要なノウハウを、今

後新たに活動に取組む際の利活用を念頭に「チェックリスト＆ヒント」として体系的に整理

した。 

はじめに、小さな自然再生に必要なノウハウとして、解決したい課題の設定から取組みの

目標を定め、実施に向けた体制や工法の選択、現場での実施、さらにその効果の把握に至る

一連のプロセスで必要となる質問項目をチェックリストとして以下に整理した。（図 3-13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、チェックリストの質問項目に対する回答を見出す際の助けとなることを目的に、全

国の事例分析及び現地調査より得られた知見を各質問項目に対するヒントとして整理し、

「水辺の小さな自然再生をはじめる際のチェックリスト＆ヒント」を作成した。（図 3-14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜チェックリストの項目一覧＞ 
①【課題発見】小さな自然再生で解決したい困りごとは何ですか？（Why?） 
②【目標設定】小さな自然再生で達成したい夢や未来の姿、 
       成し遂げたい目標は何ですか？（What？） 
③【実施体制】誰がやりますか？ また、誰とやりますか？ （Who? with Whom?） 
④【場所選定】どこで小さな自然再生に取組みますか？ それは何故ですか？（Where?） 
⑤【実施時期】いつ取組みますか？ それは何故ですか？ （When?） 
⑥【適用工法】どんな技術、工法で取組みますか？ （How?） 
⑦【材料・工具】必要となる材料、工具は？ どのように調達しますか？ （How?） 
⑧【資金源】活動に必要な費用はどう工面しますか？ （How?） 
⑨【関係者調整】取組にあたり事前に調整が必要な方々は誰ですか？ （How?） 
⑩【効果把握】どのような方法で、誰が取組みの効果を確認しますか？ （How?） 
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図 3-13 水辺の小さな自然再生をはじめる際のチェックリスト 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-14 水辺の小さな自然再生をはじめる際のチェックリスト＆ヒント（ノウハウの体系整理） 



 

3.4. 現地での実践によるノウハウの見試し 

実践事例分析及び現地調査により得られたノウハウを活用し、旭酒造本社蔵横を流れる

島田川水系東川をフィールドに、旭酒造本社職員及び岩国市立周北小学校との協働による

小さな自然再生の見試し（小さな自然再生勉強会）を行った。 

 

3.4.1. 実践現場の概要 

 小さな自然再生の実践現場の概要を以下に整理する。 

□河川名： 島田川水系東川（河川延長：14.6km） 

□実践場所： 旭酒造本社蔵前（久杉橋の上下流） 

□河川管理者： 山口県（二級河川） 

□近年の災害： 2018 年 7 月豪雨（梅雨前線及び台風 7号） 

  ⇒総雨量 400mm を超え、旭酒造本社蔵、周北小学校校庭、久杉橋などが被災 

□平均河床勾配： 約 1/50（国土地理院地形図による測定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久杉橋上流              久杉橋下流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周北小学校横 

 

写真 3-3 実践現場周辺の様子 
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3.4.2. 実践の企画・準備 

 旭酒造本社蔵横での小さな自然再生の実践に向け、既往文献 26, 27)より実践現場及び周辺

地域の地形特性、水理・水文特性、水害履歴等の概要を把握し、簡易的な現地調査を行った。

また小さな自然再生を協働で実践する旭酒造製造部イノベーション研究室と実践に向けた

企画会議を行い、現場の自然環境の課題や活動を通じて実現したい姿を確認し、実践プログ

ラムを準備した。 

 

【1】2024 年 6 月 15 日（土）： 実践箇所の上下流踏査 

実践現場を流れる東川の物理環境（水量、河床材料、勾配 etc.）の概要を把握するた

め、実践場所上下流の踏査を行った。河床の至る所で岩盤が露出しており、河床低下傾

向にあると思われる。（写真 3-4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周東美川線橋梁の下流部           周北小学校の下流部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周北小学校横             旭酒造本社蔵横 

 

写真 3-4 実践現場上下流の様子（1/2） 
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久杉橋下流部              久杉橋上流部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭酒造第二蔵周辺            旭酒造第二蔵上流部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取水堰                 杉栄橋 

 

写真 3-4 実践現場上下流の様子（2/2） 

 

 



28 

【2】2024 年 9 月 10 日（火）： 実践箇所の事前調査・企画会議 

実践現場において簡易的な生物調査を行うとともに、実践時の安全管理面の留意点等

を旭酒造製造部イノベーション研究室とともに確認した。（写真 3-5） 

また、現地での調査を踏まえ、実践現場周辺の過去の自然環境や現在の課題、東川へ

の思い、小さな自然再生の取組みを通じて実現したい姿などをヒアリングし、小さな自

然再生の実践に向けた企画検討を行った。ヒアリング結果を踏まえたチェックシート

による企画検討結果を図 3-15 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡易生物調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

捕獲した生物 

 

写真 3-5 実践現場における事前調査の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-15 ヒアリングを踏まえたチェックリストによる実践企画検討結果 

⑨【関係者調整】　（How?）
　取組にあたり事前に調整が必要な⽅々は誰ですか︖

⑩【効果把握】　（How?）
　どのような⽅法で、誰が取組みの効果を確認しますか︖

●東川には数⼗年前はたくさんの⿂がいて、地域の子どもたちの遊び場であった。
　川遊びを通じて川の恵みと怖さを学んできたが、最近はそうした機会が少なくなっている。
●2018年7月豪⾬以降、ホタルが激減してしまった。（幼虫が下流に流された︖）

●ホタルの幼虫が育まれる河岸の環境を増やすことを目的に、河岸に寄り洲の形成を促す自然石（河床の
礫）によるバーブ工を仮設置する。
（川の中の石を並び替えるだけで川の流れが変化すること、⼿作業でも生き物を増やす小さな工夫ができる
ことを学ぶ。）

●2018年7月豪⾬以前のようにたくさんのホタルが舞う東川に戻したい。
●今年度で廃校となる岩国市⽴周北小学校の子どもたちに川で遊び学ぶ機会を提供し、これからも川との
関わりを持つきっかけづくりをしたい。
●旭酒造蔵⼈が酒蔵前を流れる東川の自然環境を知り、より良い環境づくりに関わることを通じて、酒造りと
水環境の関係を自分事として理解してもらう。

●材料は河床（川底）にある自然石（礫）を使用する。
●工具は不要。（⼈⼒で運搬、配置換え）

●開催主体は旭酒造イノベーション研究室の職員。
●活動主体は旭酒造蔵⼈（職員）。
●連携先は岩国市⽴周北小学校の全生徒と教員。
●専門的サポートは、（公財）リバーフロント研究所、滋賀県⽴大学環境科学部環境政策・計画学科
（瀧研究室）、NPO法⼈川塾

●自然観察会の備品（たも網、水槽、救命道具、胴⻑等）は研究助成⾦を一部活用して準備する。

●酒蔵前の島⽥川水系・東川にて実践する。
●灯台下暗し。酒蔵目の前の自然環境を学ぶことで水環境との距離を縮めるため。

①【課題発⾒】　（Why?）
　小さな自然再生で解決したい困りごとは何ですか︖

②【目標設定】　（What︖）
　小さな自然再生で達成したい夢や未来の姿、成し遂げたい目標は何ですか︖

③【実施体制】　（Who? with Whom?）
　誰がやりますか︖　また、誰とやりますか︖

④【場所選定】　（Where?）
　どこで小さな自然再生に取組みますか︖　それは何故ですか︖

⑤【実施時期】　（When?）
　いつ取組みますか︖　それは何故ですか︖

●河川管理者である⼭⼝県河川課に本活動の趣旨と取組み概要を事前に連絡。
●今後の連携に向け、⼭⼝大学大学院創成科学研究科（流域環境学研究室）に事前共有。
●連携する岩国市⽴周北小学校と⼊念な事前調整を⾏う。
●近隣住⺠に活動を事前周知する。

●非出水期、かつ寒さが厳しくなる前の１０月下旬に実践する。 ●実践後、生物環境（カワニナ、ホタル幼虫、ホタル等）及び物理環境（バーブ工破損状況、寄り洲形成
状況等）を旭酒造イノベーション研究室が観察する。（リバーフロント研究所がフォローアップサポート）

⑥【適用工法】　（How?）
　どんな技術、工法で取組みますか︖

⑦【材料・工具】　（How?）
　必要となる材料、工具は︖　どのように調達しますか︖

⑧【資⾦源】　（How?）
　活動に必要な費用はどう工面しますか︖



 

【3】案内チラシの作成 

企画検討結果を踏まえ、旭酒造職員及び周北小学校へ小さな自然再生勉強会への参加

を呼び掛けるための案内チラシを作成した。（図 3-16） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-15 「小さな自然再生」勉強会案内チラシ 
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3.4.3. 小さな自然再生の実践（ノウハウの見試し） 

 小さな自然再生のノウハウ検証を目的として、前半を生物観察、後半をバーブ工づくりで

構成する「小さな自然再生」勉強会を開催した。 

 本勉強会には、旭酒造製造部より 14 名、周北小学校より 8 名（生徒 4 名、教員 4 名）、講

師及び運営スタッフとして 7 名の計 29 名が参加した。 

 

【1】2024 年 10 月 22 日（火）： 実践（前半の部） 東川の生物観察会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3-6 勉強会の様子（前半） 
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【2】2024 年 10 月 22 日（火）： 実践（後半の部） 東川でのバーブ工づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3-6 勉強会の様子（後半） 
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3.4.4. 小さな自然再生のモニタリング（経過観察） 

 10 月 22 日（火）に開催した「小さな自然再生」勉強会で設置した石積みバーブ工が、僅

か 11 日後の 11 月 2 日（土）に発生した中規模出水で流出した。 

 この出水では、実践現場下流に位置する東川・川上水位観測所で約 80cm の水位上昇が観

測され、11 月 2 日（土）10:00 には氾濫危険水位 1.3m を上回る 1.32m まで水位が上昇した。

（図 3-16, 図 3-17） 

 実践現場に最も近い山口県が管理する三瀬川雨量観測所は残念ながら欠測であったが、

同じ周東町にある田尻雨量観測所のデータによると、11 月 1 日（金）昼頃より雨が降り始

め、翌日 11 月 2 日（土）昼までの 24 時間で 134mm の降雨を記録し、この二山の降雨により

11 月 2 日（土）10:00 前に実践現場においても最大水位を記録したことが予想される。 

（図 3-18, 図 3-19） 

 

 

 
図 3-16 山口県 東川・川上水位観測所の水位記録（2024 年 11 月 1 日 0 時～24 時） 

 

 
図 3-17 山口県 東川・川上水位観測所の水位記録（2024 年 11 月 2 日 0 時～24 時） 
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図 3-18 山口県 周東町・田尻雨量観測所の降雨記録（2024 年 11 月 2 日 0 時～24 時） 

 

図 3-19 山口県 周東町・田尻雨量観測所の降雨記録（2024 年 11 月 2 日 0 時～24 時） 

 

 

 バーブ工設置時と流出後の比較写真を写真 3-7 及び写真 3-8 に示す。 

 11 月としては記録的な出水により残念ながら「小さな自然再生」勉強会で設置した石積

みバーブ工は流出したものの、梅雨時期から台風シーズンの東川の出水期にはこの程度の

増水は十分に発生することから、東川が持つ川の営力を勘案し、できるだけ流されにくい強

固な構造のバーブ工の設置が今後の課題となった。 

 バーブ工設置の試行、出水による流出、できるだけ流出しにくい構造の再検討と再度設置

の試行、その後の経過観察という一連の見試しの取組みこそが「小さな自然再生」の最大の

特徴であり、このプロセスを通じて東川が有する川の営力を体感して学び、東川への関心が

更に高まり、仲間とのリベンジを通じて人と川の関係性が近づく効果を生み出す。 

 旭酒造製造部の方々には、是非とも再挑戦を期待したい。 

 



35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3-7 設置時のバーブ工（10 月 22 日撮影：リバーフロント研究所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3-8 流出後のバーブ工（11 月 8 日撮影：旭酒造製造部イノベーション研究室） 
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3.5. 全国取組事例データベースの更新・公開 

収集・整理した水辺の小さな自然再生の全 69 事例を対象に、実施場所、取組概要、再生

目的、適用工法、実施体制、効果、及び関連情報源を集約したカルテを作成し、google map

を用いた地図情報とともに事例データベースとして整理し、「小さな自然再生」研究会のウ

ェブサイト上で外部公開した。 

 

3.5.1. データベースに掲載する事例概要カルテの作成 

本研究で収集・整理した全 69 事例について、他地域での取組の参考に資することを念頭

に、カルテ形式で取組みの概要を整理し、全国の先進事例を紹介するデータベース用の「事

例概要カルテ」を新たに作成した。（図 3-20） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-20 データベース用の「事例概要カルテ」のサンプル 
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3.5.2. データベースの更新・公開 

全 69 事例について、「小さな自然再生」研究会のウェブサイト内の google map 上に位置

情報を掲載するとともに、「事例概要カルテ」を含む取組みを紹介するページへのリンクを

設定した。（図 3-21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-21  google 地図からの検索ページ 

URL: http://www.collabo-river.jp/  

 

また、「小さな自然再生」研究会のウェブサイト内に各事例の概要を紹介するケージを追

加・更新し、地域と目的から事例を検索できるよう公開した。（図 3-22） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-22  地域及び再生の目的からの検索ページ 

URL: http://www.collabo-river.jp/works/   
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4. おわりに 

4.1. 本研究の成果概要 

本研究の成果概要を以下に整理する。 

（１）小さな自然再生の沿革及び既往研究の整理 

  2010 年に「小さな自然再生」の用語が誕生してから現在に至る、小さな自然再生

の取組みや研究の拡がり状況を沿革として整理した。 

（２）全国の取組み事例の収集・整理 

  水辺の小さな自然再生の既往成果（発刊事例集及び開催行事成果等）及び関係者

への聞き取り調査で得られた情報を加え、全国の取組事例の収集・整理を行った。 

（３）事例分析及び現地調査によるノウハウの整理及び体系化 

収集・整理した事例情報を分析し、全国で取組まれている小さな自然再生の特徴

を整理した。また、先進的な取組事例及び今後新たに活動を予定している現場（計

10 箇所）を、活動主体の協力を得て調査し、課題や解決法を聞き取ることで、目標

設定、適用工法、実施体制、効果把握等の小さな自然再生に必要なノウハウを整理

した。これら事例分析結果及び現地調査で得られたノウハウを活用し、今後取組む

活動主体の活用を念頭に「チェックリスト＆ヒント」として体系的に示した。 

（４）小さな自然再生の実践によるノウハウの見試し 

事例分析及び現地調査により得られたノウハウを活用し、旭酒造本社蔵横を流れ

る島田川水系東川をフィールドに、旭酒造本社職員及び岩国市立周北小学校との協

働による小さな自然再生の見試し（小さな自然再生勉強会）を行った。 

（５）全国取組事例データベースの更新・公開 

収集・整理した水辺の小さな自然再生の全 69 事例を対象に、実施場所、取組概

要、再生目的、適用工法、実施体制、効果、及び関連情報源を集約したカルテを作

成し、google map を用いた地図情報とともに事例データベースとして整理し、「小

さな自然再生」研究会のウェブサイト上で外部公開した。 

 

4.2. 水辺の小さな自然再生の社会実装に向けた今後の展開 

全国で取組まれてきた水辺の小さな自然再生の経緯や特徴の分析を通じて、今後の更な

る推進と社会に根付かせていくために取組むべき事柄が明確になった。 

本研究で得た知見を踏まえ、今後は以下の三点に特に注力し、小さな自然再生の普及に取

組んでいく。 

（１）蓄積されてきた全国の経験（ノウハウ）を共有する仕組みの強化 

  全国で蓄積された「課題発見～目標設定～実施体制構築～工法選択～資金確保～

関係者調整～効果把握」までの一連のプロセスのノウハウを新たな担い手が共有で

きるよう、『小さな自然再生の担い手のネットワーク強化』及び『支援ツールの充実

化』に取組んでいく。 
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（２）小規模技術の標準化 

  様々な工法が適用されているが、人や資金のリソースが限られた中でもできるだ

け壊れにくく期待した効果を発揮するモノづくりの技術は確立されていない。より

工学や生態学に根差した取組みとしていくため、『小さな自然再生で適用可能な小規

模技術の標準化』に取組んでいく。 

（３）担い手の支援体制の強化 

リバフロサポートセンターを活用しながら、困った時には気軽に相談できる駆け

込み寺となる『小さな自然再生の支援窓口の強化』に取組んでいく。 
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